
 

池、川等の水

農業用散水ポンプ、消
火器、水バケツなど焼
却の規模に応じた消火
体制をとる。 

川 
延焼危険無延焼危険無延焼危険無延焼危険無    

防火帯防火帯防火帯防火帯（7m～10m） 

火入火入火入火入れれれれ    

林野や建物などが付
近にある場合には、防
火帯（事前の下草刈や
散水など）を設ける。
幅は風速や風向きな
ども勘案して必要な
幅とする。 

道路 
延焼危険無延焼危険無延焼危険無延焼危険無    

区画区画区画区画などのなどのなどのなどの一例一例一例一例    

火入れは風下・斜
面上方から行う。 

風風風風    上上上上    側側側側    

風風風風    下下下下    側側側側    

火入火入火入火入行為者行為者行為者行為者    

※ 他市の火入れに関する条例、「火入れ作業の手引き」（森林火災対策 

協会発行：http://www.center-green.or.jp/ffca/pdf/manual.pdf） 

などを参考に作成 
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対象面積が広い場合に
は、区画（従事する人数
などにより万一の火災に
対応できる面積）ごとに
行い消火を確認したあと
次に移る。 

区画を設けて風上や斜面
下方から火を入れる場合
には、①列目を燃やし、
燃えきったのを確認後、
同様に②列目、③列目と
移る。 

規模に応じて、監視や
万一の消火・通報に備
えた人数を配置する。 

 

風向 


